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これから，理科の校内研修を始めます。 
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本研修のねらいは，「児童の根拠のある予想や仮説

を発想する力を育成する理科授業づくりをしよう」

です。 
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スライドの１～３の内容で進行していきます。 
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それでは，「１授業の課題を見つけよう」です。 

動画を流しますので，見てみましょう。 

 

（授業づくり編４年－１動画再生 ２分20秒） 
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（授業づくり編４年－１動画の内容） 

・４学年，単元名「金属，水，空気と温度」 

・前時の内容，本時の内容の説明 

・課題モデル授業 

・課題モデル授業の振り返り 
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（授業づくり編４年－１動画が終了後） 

動画の授業を見て，どのように感じましたか。まず

は個人で考えてみましょう。 

（１分） 

近くの人と感じたことを話し合ってください。 

（１分） 

 

※感想の発表を求めない。 

・普段，このように授業を行っている。 

・教師主導で学習課題が設定されている。 

・子供が関心を持つような事象提示になっていな

い。 

 

ありがとうございます。 

それでは，次の動画を見てみましょう。 

（授業づくり編４年－２動画再生 １分57秒） 
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（授業づくり編４年－２動画の内容） 

・課題モデル授業のどこに課題があったのか 

・問題解決の過程の説明 

・４年生で主に育成される問題解決の力とは 
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（授業づくり編４年－２動画終了後） 

「２授業づくりをしよう」です。 

今の動画の内容を踏まえて，先程見た動画と同じ時

間の授業づくりを行いましょう。 
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本時の学習課題は，第４学年の単元「金属，水，空

気と温度」で「水は，温められたり冷やされたりす

ると，体積が変わるのだろうか」です。 

 

児童が「自然事象同士を関係付けたり，自然事象と

既習内容や生活経験を関係付けたりすること」を意

識しながら，授業づくりを行います。 
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スライドに，単元指導計画と内容の構成を示します

ので，参考にしてください。 

 

児童が根拠のある予想や仮説を発想するために，教

師はどのような事象を提示したり，働き掛けたりし

たらよいか，まずは２分程度で自分の考えをまと

め，ワークシートに書き出してみてください。 

（２分） 

 

それでは，グループごとに考えてみましょう。時間

は５分間です。 

（５～６分） 

 

各グループで出された考えを，全体で共有していき

ましょう。 

 

（各グループの代表に発表してもらい，意見をまと

める） 

 

ありがとうございます。いろいろな考えが出されま

したね。 

 

※意見が１つにまとまった場合には，代表の先生に

模擬授業として実施してもらい，まとめてもよい。 

 

それでは，児童に根拠のある予想や仮説を発想させ

る授業の一例の動画を見てみましょう。 

（動画４年－３再生 ５分） 
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（授業づくり編４年－３動画の内容） 

・児童が根拠のある予想や仮説を発想する働き掛け

をしたモデル授業 

・この授業で着目すべき点の説明 

・みやぎ理科支援ナビや過去の研究成果物の紹介 
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振り返りに移ります。 

今日の研修を受けて，明日から実践してみたいと思

ったことは何ですか。グループで自由に意見交換し

てください。 

（５～６分） 

 

（数名の先生方に感想等を発表してもらう。） 
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これで本研修は終了です。お疲れ様でした。 

 

 


